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国⽴⼤学法⼈ 新潟⼤学 
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 株式会社 NTT DX パートナー 

   

 
 

新潟県佐渡市（市⻑︓渡辺⻯吾、以下、「佐渡市」）、国⽴⼤学法⼈新潟⼤学（学⻑︓⽜⽊⾠男、以
下、「新潟⼤学」）、東⽇本電信電話株式会社新潟⽀店（⽀店⻑︓德⼭隆太郎、以下「NTT 東⽇本 新
潟⽀店」）、株式会社 NTT DX パートナー(代表取締役社⻑︓遠藤⽟樹、以下「NTT DX パートナー」)は、
2023 年 9 ⽉ 13 ⽇から地域循環共⽣圏実現に向けて学⽣のエンパワーメント*1 と佐渡市の課題解決を両⽴
する『第２回ローカルイノベーション・プログラム in 佐渡』を開催し、2024 年 1 ⽉ 22 ⽇に、約 5 ヶ⽉にわたるプロ
グラムの集⼤成となる最終発表会を開催いたしました。本事業は佐渡市・新潟⼤学・NTT 東⽇本の連携協定
*2 に基づき推進する事業です。 
※1 エンパワーメントとは、個⼈⼀⼈ひとりが本来持っている⼒を発揮し、⾃らの意思決定により⾃発的に⾏動できるようにすることを意味

します。 
※2 佐渡市と新潟⼤学の包括連携協定︓「地域社会の発展と⼈材の育成に寄与することを⽬的とした協定」 

佐 渡 市 と NTT 東 ⽇ 本 の 連 携 協 定 ︓ 「 組 織 的 な 産 学 連 携 推 進 に 関 す る 協 定 」 （ https://www.ntt-
east.co.jp/niigata/news/pdf/20220722.pdf ） 

新 潟 ⼤ 学 と NTT 東 ⽇ 本 の 連 携 協 定 ︓ 「 組 織 的 な 産 学 連 携 推 進 に 関 す る 協 定 」 （ https://www.ntt-
east.co.jp/release/detail/20210702_01.html） 

 
１. ローカルイノベーション・プログラム in 佐渡の概要 

佐渡市は 1960 年に 11 万⼈を超えていた⼈⼝は約 5 万⼈（2023 年 4 ⽉ 30 ⽇現在）と半減し、
近年は毎年約１千⼈ずつ減少しております。⼈⼝減少の内訳として、⾃然減に加え、⾼校卒業後の進学
先がないことから、進学による転出が著しく、また卒業後戻る若者も少ないために若年層の流出が⽌まらない
状況であり、過疎化の進⾏に伴う⾼齢化⽐率は 41.6％（2020 年 9 ⽉末現在）と超⾼齢化社会を形
成しております。 

佐渡市、新潟⼤学、NTT 東⽇本 新潟⽀店、NTT DX パートナーは、佐渡市の持続的な発展に向
けた地域循環型社会の実現をめざすため、佐渡市の企業や住⺠、学⽣、社会⼈イノベーターが集い、交流
し、学び合いながら佐渡市の課題を解決する「佐渡イノベーション・プログラム」を 2022 年度に⽴ち上げ、新
潟⼤学学⽣、⼤学院⽣を対象にトライアルを実施しました。2023 年度は、⼤学⽣、⼤学院⽣のデジタル
ネイティブな発想や新たな考え⽅が地域の企業や組織等に新たな価値の創造につながると考え、佐渡市の
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企業に勤務している社会⼈、佐渡市職員に対象を拡⼤し、「ローカルイノベーション・プログラム in 佐渡」とし
て、2023 年４⽉１⽇に設置した新潟⼤学佐渡サテライト等を活⽤しながらプログラムを実施しました。ま
た、2022 年度に参加した⼤学⽣、⼤学院⽣もメンターとして 2023 年度のプログラムに参加することで、エ
コシステムとして⼈材を育成する仕組みをつくりました。 

 
２. 実施内容 

⽬的 ・参加者の⾃分発⾒（将来の夢などの WILL 発⾒）、成⻑ 
・佐渡市が抱える課題の解決策の企画、実践を通じた新たな価値創造 

実施期間 2023 年 9 ⽉〜2024 年 1 ⽉ 
対象 新潟⼤学学⽣/⼤学院⽣、佐渡市の企業に勤務している社会⼈、佐渡市職員 
場所 HOSTEL Perch、ドンデン⾼原ロッジ、トキ交流会館、新潟⼤学佐渡サテライト 等 
内容 １、 佐渡市の課題と魅⼒等の共有、社会⼈イノベーター講演、デザイン思考講義 等 

２、 課題探求（ペルソナ作成、地域のフィールドワーク、仮説検証） 
３、 ⾃然共⽣体験ワークショップ（⽵林の伐採体験） 
４、企画⽴案、発表 
５、実証、事業化計画 
６、佐渡市⻑、佐渡市の企業等への最終発表 
７、社会⼈イノベーター等による受講者との個別メンタリング 等 

 
３. 協⼒事業者・組織等 

主催︓佐渡市、新潟⼤学、NTT 東⽇本 新潟⽀店、NTT DX パートナー 
協⼒︓エヌ次元株式会社、株式会社オリエンタルスポーツ、特定⾮営利活動法⼈佐渡芸能伝承 

機構、佐渡島 PR フォトグラファー伊藤ヨシユキ⽒、吉井⽊材⼯業株式会社、 
株式会社ラクウェブ、La Pagode  ※五⼗⾳順 

役割分担 
・佐渡市 

企画⽴案、佐渡市内への情報提供、企業や住⺠等の紹介 等 
・新潟⼤学 

企画⽴案、学⽣募集、プログラム運営⽀援、教育プログラムの検討 等 
・NTT 東⽇本 新潟⽀店 

企画⽴案、プログラム運営⽀援、佐渡市の企業や住⺠等の紹介 等 
・NTT DX パートナー 

事務局、企画⽴案、プログラム運営、各組織等との調整、メンタリング 等 
 
 
 
 
 



＜取組み模様＞ 

   

佐渡市の課題と魅⼒等の共有         チームビルディング             仮説の発表 
 
 

       
   フィールドワーク（企業等へのヒアリング）     ⾃然共⽣ワーク体験ワークショップ（⽵林の伐採体験） 
 
 

     

野草を採取し⾷す体験                     牡蠣むき体験 

 

 

 



４. 最終発表会の模様 
最終発表会では、佐渡市の課題である「通年観光の促進」「地域資源の循環」「⽂化継承」とい

った課題に対して、新潟⼤学学⽣、⼤学院⽣、社会⼈が 4 つのチームに分かれて約５ヶ⽉にわたる
解決策の企画および実施した取組みについて、佐渡市⻑や佐渡市の企業等に発表しました。 
  「通年観光の促進」に対しては、新潟⼤学学⽣チームが冬の観光オフシーズンに⼈間ドックと佐
渡の⾃然体験アクティビティ(牡蠣剝き体験)を通して現地の⽅々と触れ合い、⼼⾝ともに健康にな
れる旅⾏プラン『さどっく（佐渡×⼈間ドック）』を企画しトライアルを実施しました。社会⼈チームは
企業向けの研修をツアーに組み込んだ『研修ツーリズム』を企画し、今後の展望を発表しました。 
 最終発表会に参加した佐渡市渡辺市⻑は「佐渡は課題解決先進国、皆さんとても良いアイデア
なので実装に向けて期待したい」と総評しており、聴講者として参加した佐渡市の企業からも「地域
課題の解決に期待が⾼まった」という声があがり、地域課題の解決につながっていくことが期待される
プログラムとなりました。  

 

  
                約 5 ヵ⽉間の取組みの発表              佐渡市⻑から発表についてのコメント 

 

 

 

 

 

 

                 最終発表会の集合写真 



５. ローカルイノベーション・プログラムがめざす未来 
佐渡市、新潟⼤学、NTT 東⽇本、NTT DX パートナーは、今年度のプログラム参加者が次年

度のプログラム参加者に対してメンターをする仕組みを継続していくことで⼈材育成の地域循環をつく
り、⼤学⽣等によるアイデア創出に期待する佐渡市の企業等の参加対象者を拡⼤することで地域
循環共⽣圏の実現をめざします。 

また、NTT DX パートナーは、地域の抱える課題に対して、⼤学⽣等のエンパワーメントを活⽤し
て解決するプログラムを他地域に展開し、産学官⾦の共創による新たな価値を⽣み出し続けること
をめざします。 

 


